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〔解　題〕

　本稿は、韓国の釜山広域市の機張郡機張邑

にある機張文化院で2016年９月20日に行わ

れたセミナー「山形と機張の地域活動につい

て」での報告「地域からみた壬辰戦争 ― 米沢

市の上杉神社に残る明朝冠服を中心に」の韓

国語要旨である。米沢に残る上杉景勝に賜与

さられた明朝冠服を手がかりに、壬辰戦争期

における和平交渉に関する歴史事実を東アジ

ア地域で共有のものとし、その伝世された貴

重な文化財の価値を明らかにすることを意図

したものであった。韓国語訳と当日の報告の

通訳は、山形大学地域教育文化学部の高吉嬉

教授の手を煩わした。このセミナーは、山形

県アジア・アフリカ・ラテンアメリカ連帯委

員会が主催した「韓国釜山・機張への地域文

化交流の旅」２日目のプログラムとして行わ

れたもので、同学部高研究室の企画協力によ

り実現したものである。用意周到なプログラ

ムを準備していただいた高教授にあらためて

謝意を表したい。

　報告は400年前とはいえ朝鮮半島に甚大な

被害をもたらした豊臣秀吉の朝鮮出兵に関わ

る内容で、しかも当地でも激しい戦闘が繰り

広げられたとされるだけに、地域の文化交流

を促すものとなるのか些か懸念を懐いたまま

であった。高教授が事前に韓国語訳を作成し

て準備してくれていたお陰で、報告の意図を

よく理解していただいた様子であった。韓国

側の受け入れに当たられた機張文化院郷土文

化研究所の黄亀（ファンギ）所長より韓国内

で初めて報告された貴重な内容というコメン

トを頂戴できたのは幸いであった。しかし帰

国後は、諸般多忙に紛れて原稿は篋底に秘し

たままとなっていた。

　今年３月、その時取り上げた上杉景勝に与

えられた明朝の兵部箚と冠服が、文化審議会

の答申により国の重要文化財として改めて分

割指定されることが報道された（『山形新聞』

2018年３月18日付）。また前年秋に日本学術

振興会に申請していた「壬辰戦争期、明朝か

ら日本に贈られた箚付・冠服類の総合的研究」

が、科研費の基盤研究（Ｃ）に採択されて研

究を継続する機会を与えられた（課題番号

18K00986）。韓国の機張文化院での報告は、

15年以上も前にまとめた拙論「十六世紀の日

本と中国・朝鮮との講和交渉 ― 米沢上杉神社
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所蔵の明朝冠服を手がかりに ―」（『西村山地

域史の研究』18号、2000年）をベースにした

ものであった。この機会を得て新たに研究に

取りかかったところである。東アジアの人々

の歴史認識の共有化に資するという報告の初

意に照らせば、韓国語での報告要旨を活字に

残すこともなにがしかの意味があるであろう

と考え、遅ればせながら公表することにした

次第である。なお、本誌への掲載に際しては、

韓国の明清史学会会長の重責を担う徐仁範東

国大学校教授にお願いして韓国語要旨に目を

通して頂いた。

　2016年の韓国釜山訪問の目的の一つに、倭

城を訪れることがあった。倭城とは、豊臣秀

吉が朝鮮半島に侵攻した壬辰戦争に際して、

秀吉軍の防衛のために半島南岸に築いた城跡

である。現在、韓国の慶尚南道と全羅南道に

約30ヶ所の倭城が残されている。倭城につい

ては、黒田慶一氏ら日韓研究者による合同の

測量調査や国際シンポジウムがすでに実現し

ており、東アジア地域共有の文化遺産と位置

づける試みが始まっている（倭城・大坂城国

際シンポ実行委員会編『倭城と大坂城』2006

年、太田秀春『朝鮮の役と日朝城郭史の研究』

清文堂出版、2006年）。

　今回の訪問では、釜山広域市とその周辺に

残る３つの代表的な倭城遺跡を実際に訪れる

ことができた。それらの倭城とは、黄所長の

案内で交流団の方々と一緒に訪れた 西  生  浦 倭
ソ セン ポ

城（蔚山広域市蔚州郡西生浦面　図版１）、仁

済大学日本語学科の学生、金君と林君に通訳

を依頼して訪れることができた 熊川 倭城（慶
ウンチヨン

昌南道昌原市鎮海区南門洞　図版２）、それに

現在、朝鮮通信使博物館が建設されている 釜 
プ

 山  浦 倭城子城台（釜山市東区凡一洞　図版３）
サン ポ

である。西生浦倭城は加藤清正が、熊川倭城

は小早川隆景・上杉景勝・小西行長が、釜山

浦倭城は毛利輝元・泰元がそれぞれ指揮して

文禄二年（1593）前後に築いたとされている

（織豊期城郭研究会編『倭城を歩く』サンライ

ズ出版、2014年）。 
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図版１　西生浦倭城の登り石垣 図版３ 釜山の朝鮮通信使歴史館

図版２ 熊川倭城の本丸石垣



　今回訪れることができた西生浦倭城はとく

に保存状態がよく公園として利用されており、

現在は歴史的遺跡として整備工事が継続して

いた。また熊川倭城は、キリシタン大名の小

西行長の求めに応じて、イエズス会の司祭グ

レゴリオ・デ・セスペデス（Gregorio de 

Céspedes）が諸将に宣教を行ったことから、

朝鮮半島のおける最初のカトリック伝教の地

とされている。「鎮海新港開発計画」により海

岸線の埋め立てと山麓の開発が進行し、海抜

184ｍの南山山頂に築かれた本丸跡からの景

観が大きく変貌しつつあった。釜山浦倭城子

城台は秀吉軍撤退後は、釜山鎮僉使営として

使用されたこともあったが、現在は子城台公

園として整備され、2011年には壬辰戦争後の

朝鮮王朝と日本の江戸幕府との交流の歴史を

示す朝鮮通信使歴史館が開館した。

　このように倭城を東アジア地域で共有すべ

き歴史遺産として保存整備している韓国の試

みは、近世東アジア史を専門とする私にとっ

て学ぶところが大きく、とても有意義な訪問

であった。
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